
大学生と考える「消費者市民社会の実現に向けて私たちは何ができるか？」
分科会提案者：有限会社ダブル・ワークス

分科会の
目的

「消費者市民社会の実現」に向けて、両輪である生産者と消費者、そして行政
等が、未来の地球や社会に対してそれぞれができることについて、大学生と共に
楽しく一緒に議論を深め、それを行動につなげていくことを目指します。

解決したい
課題

・生産者、消費者、行政それぞれの立場で、地球や社会の未来に対してできる
ことは何か？

分科会での活動内容 及び 期待される成果

活動①：地球や社会の未来に対して何がで
きるか？について、企業、大学生、行政、市
民団体等が共に意見交換するための検討会。
（年度内３回予定）
活動②：Web啓発ゲーム「そのときあなたはど
うする？」で遊びながら、自らの消費行動につ
いて「選択のジレンマ問題」を考えるゲーム大
会。（年度内1回予定）

成果

・産官学地域それぞれが地球や社会の未
来に対して責任ある行動について考える
・生産者と消費者が相互理解を深める

関連するゴール
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生産者 消費者
大学生

・お互いのことを理解する

・地球や社会の未来にそ
れぞれの立場でできるこ
とを具体的に検討する

活動①

・Webゲーム「そのときあな

たはどうする？」で、各人
が経験したことがあるであ
ろう「選択のジレンマ問題」
とその背景を考える

活動②

消費者市民社会の実現に向けてそれぞれが具体的な行動を宣言


